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※事務局記入欄 

№ 78 

【様式２】 

エントリー学校名：熊本県御船町立七滝中央小学校 

活動名： 地域と共にある学校づくり ～「双方向の関係強化」の取組～ 

解決すべき課題：本校は御船町の中山間地に位置する、５校の統廃合により １４年前に開校した校区の
大変広い（町総面積の５１％）小学校である。主に以下のような課題があった。 
（１）地域の過疎化・高齢化により、学校を支援していただく地域人材の確保が難しい。 
（２）学校支援で来校する方の多くが、新校舎が建つ旧上野小学校校区からである。旧校区間で学校への
支援者数に差があり、「地域の学校」としての親近感の差が懸念される。 
（３）児童は幼少期からの少人数による固定化された人間関係により、児童同士の関係に序列化の傾向が
見られ、自分を肯定的に捉えていない児童が多かった。 

目標・方針： 
家庭・地域と学校の「双方向の関係強化」を大切にした取組をとおして、地域と共にある学校づくりの充実を

目指す。つまり、家庭や地域から学校へ「支援活動」をしていただくばかりでなく、児童や職員も積極的に地域へ
出かけ、地域の活性化に貢献するような「お返し・地域貢献活動」を充実させ、学校と家庭・地域がお互いに支
援・応援し合う親密な関係構築を進める。【図１】 
さらに多くの地域の方と児童のふれあいを大切にした学習活動を組織的・継続的に実践することで、児童の

自尊感情や郷土愛の心情を高めていきたい。 
活動内容：以下の活動を行い「双方向の関係強化」に取り組んだ。 
（１）学校運営協議会の充実 
   ①組織の再編成 ②視覚的資料の作成と活用 ③会の構成の工夫 ④議事録の作成と送付 
（２）学校への支援活動の工夫 

①「学習応援団」の取組【図２】 ②「自然体験活動」の取組【表１】 
（３）お返し・地域貢献活動の工夫 

①「お礼の会」の取組【表１】 ②「地域行事」への積極的参加【表２】 ③「学校だより」の工夫【図３】 
活動の成果：取組をとおして、下記のような成果が見られた。 
（１）学校へ学習支援に来ていただいた地域の方の延べ人数が、平成２７年度の７５名から令和元年度
の２１７名と、約３倍に増えた。学校を支援してくださる地域人材の新たな発掘や確保ができた。【グラフ１】 
（２）学習支援の方の地域ごとの協力者の割合が、平成２７年度に比べ令和元年度は均等化されてきた。
学校への協力体制が確立し、旧校区関係なく学校への親近感が高まったと考えられる。【グラフ２】 
（３）令和元年度の「全国学力学習状況調査の質問紙調査」の結果では、児童の「自尊感情」や「郷土
愛」に関する心情が、全国平均、県平均よりも約１０～２０ポイント高かった。［令和２年度は実施なし］ 
取組をとおして、「自尊感情」や「郷土愛」の心情が高まったことが考えられる。【グラフ３】 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 
◯学校と地域・保護者の「双方向の関係強化」を大切にした取組の推進。 
◯地域支援活動や地域貢献活動の取組を、校区全戸に回覧し発信する「学校だより」の工夫。【図３】 
◯組織的・継続的な活動のための「ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ」、冊子「７つの Q＆A」の作成と活用。【図４】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図１：「双方向の関係強化」 
の取組 

表２：地域行事への積極的な参加 

表１：自然体験活動とお礼の会（お返し） 図２：学習応援団 

図３：「学校だより」の工夫 

グラフ１：学校支援者数の推移 

グラフ２：学校支援者地域割合の変化 

グラフ３：全国学力調査質問紙の結果 

自分にはよいところがあると思いますか。 

今住んでいる地域の行事に参加していますか。 

図４：「７つのＱ＆Ａ」の表紙 




